
懇談会開催日：令和６年10月18日（金）

地区：御薗

要望・意見内容 市長回答

・おかげバスの御薗線の路線図の見直しについて、上條・小林地区にはバス停がなく、上條地
区の人は王中島のバス停まで、小林地区の人は新開のバス停まで歩く必要がある。また、山
田奉行所記念館に公共交通機関で来館される方は、近くの王中島バス停から15分かけて歩
いている。以前の三交バス「御薗小林路線」の小林のバス停があった場所におかげバスの停
留所を新設することはできないか。
・おかげバスは伊勢市駅まで直通ではなく、御薗地区を含め、いろんな施設を巡りながら運行
しているが、伊勢に来られた方におかげバスに乗って一周していただけば、伊勢市に住んで
みたいと思う方もいるかもしれない。
・御薗線の路線図に「山田奉行所記念館」のことを掲載してもらいたい。

「山田奉行所記念館」は立派な施設でありながら、大きな道に案内看板がなく動線が確保で
きていない部分がある。おかげバスを検討する会議で、少しでも「奉行所」へのアクセスが良
くなるよう検討する。

御薗小学校の冷暖房は燃料を使うタイプの全館空調で、満タンにすると14万円かかるが、そ
れが1週間も持たないと聞いた。個別の空調に変えられないか。

小中学校の空調の更新については、耐用年数を考慮して検討したい。

体育館への冷暖房設置の計画はないのか。
体育館への冷暖房設置は必要なことと考えているが、補助金の活用を含めた予算が課題で
ある。現在、伊勢市の小中学校の体育館は約30カ所あるため、年次的に進めていくことにな
る。

自治会から抜けたい人が多くなってきており、自治会会費も納められていないため、行政と
して今後の自治会等の活動継続のために自治会に入らない人に指導できないか。

・各家庭が共働きになってきている環境で、時間がない中、「デジタルツール」を使って良さを
伝えていくというのが一つかと思う。
・伊勢のコミュニティ全体の強みを考えていくと、地域の行事が多いことで、子どもたちが参
加しやすく、親が繋がりやすいところである。伊勢の地域でコミュニティをどう作り上げるか
を考える際には、「お木曳」をはじめとする地域の伝統行事を活用し、コミュニケーションを取
りながら行っていくことが一つであると考える。
・組織の課題等をこのような場所で共有することが大切で、課題を応急処置で対処するのは
なかなか大変なので、できるだけきめ細やかにコミュニケーションの機会を作ることがそれ
ぞれの組織でやっていくべきことの一つだと思う。
・自治会の活動に関して、津の自治会で「自治会活動のしおり」のようなものを作っている。自
治会の役員になる方や新しく自治会に入ってきた方に自治会活動の内容が記載されている
ものを配っているケースもある。
・自治会活動のサポートは行政として引き続き行っていきたい。

自治会に会費は支払うが、役職に就きたくないため活動はしないという方が増えている。自
治会としての活動ができなくなってくる。

必要な対策を検討していきたい。
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要望・意見内容 市長回答

賓日館のＶＲ（ヴァーチャルリアリティ）撮影を行った会社の人が、「山田奉行所記念館」の撮影
を無料でしましょうかという話があった。

情報をいただきありがとうございます。

丸二ホテルの用地はどうなっているのか。
道を大きくする時の用地交渉というのは非常に難しく、デリケートな部分がある。今は白紙の
状況である。

今日はプラスチックのゴミ集めの日だったが、食洗器が捨ててあった。これは「金属・缶」の日
に出すものではないのか。回収できないものならば、回収する者が張り紙をしてもらえない
のか。

回収されないものがあっても、しばらくそのまま置いておいてほしい。状況を見た上で、担当
課で対応します。
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